
東庄町東庄町

銚子市銚子市旭市旭市

香取市香取市神崎町神崎町

栄町栄町
成田市成田市印西市印西市

我孫子市我孫子市
柏市柏市

松戸市松戸市

八千代市八千代市

白井市白井市
鎌ヶ谷市鎌ヶ谷市

市川市市川市
習志野市習志野市 四街道市四街道市

千葉市千葉市

浦安市浦安市

船橋市船橋市

流山市流山市

野田市野田市

匝瑳市匝瑳市

多古町多古町

横芝光町横芝光町山武市山武市

東金市東金市
九十九里町九十九里町

大網白里市大網白里市

芝山町芝山町富里市富里市
酒々井町酒々井町
佐倉市佐倉市

八街市八街市

茂原市茂原市

市原市市原市袖ヶ浦市袖ヶ浦市
木更津市木更津市

君津市君津市

富津市富津市

鋸南町鋸南町

南房総市南房総市

館山市館山市

鴨川市鴨川市
勝浦市勝浦市

御宿町御宿町
大多喜町大多喜町

長柄町長柄町 白子町白子町

長生村長生村
一宮町一宮町

睦沢町睦沢町

いすみ市いすみ市

長南町長南町

　北総東部用水は、利根川河口堰及び霞ヶ浦開発を水源として利根川の河口から38㎞地点で取水し、パイプラインや
ファームポンドを通じて成田市を含む10市3町の約7,500haの農業地域へ水を供給しています。
　この地域は台地と※谷津田地域で構成され水源に乏しく、かつては雨水と湧き水に頼って、
乾燥に強いさつまいも、落花生などの生産を中心に農業を営んでいました。
　このため、利根川の水を供給して、農業の近代化と農業生産額
の向上を目指した農業用水事業の必要性が求められるようにな
り、昭和45年度に建設事業に着手、昭和56年度から管理を開始
し、40年以上経過しています。
　その後、北総東部用水に新たに設けた2箇所の取水口から農業
用水を取水する国営事業の北総中央農業水利事業が着手され、
令和2年度に完了しました。

～利根川の水が北総台地へ届けられた歴史～

　北総東部用水の完成により、スプリンクラーやチューブかんがいが行われるようになり、北総台地で安定した稲作
や畑作が可能となり、これまで作付していたさつまいもなどの根菜類の収穫量が増えるとともに、露地のにんじん、
里芋、大根などや、ビニールハウスによるほうれん草などの葉物野菜、きゅうりなども生産されるようになりました。

～北総東部用水通水による農業の発展～

返田揚水機場パイプライン
埋設時の様子

通水前の北総台地の様子

～北総台地で生産される主な農産物～

千葉県は収穫量が全国第２位であ
り、北総台地で栽培される秋冬にん
じんは、高品質のにんじんとして知
られています。

にんじん

香取市、多古町などで栽培されており
北総東部用水の整備による水の安定供
給と地元営農部会の栽培技術改善に
よって県内有数の産地となっています。

やまといも

北総東部地域では「コシヒカリ」、「ふ
さこがね」、「ふさおとめ」が主要な品
種です。

お米

北総東部用水が通水を開始した後、
施設栽培を行うビニールハウスが増
え、ニラ、葉物野菜などが生産され
るようになりました。

葉物野菜
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北総東部用水の品目別農業産出額の推移
米 野菜 イモ 豆類 花き その他
千葉県内に占める割合千葉県内に占める割合

昭和56年通水開始

農林水産省 市町村別農業産出額（推計）より作成

外浪逆浦外浪逆浦

利根川利根川

北印旛沼北印旛沼

神崎町神崎町
香取市香取市

栄町栄町

成田市成田市

北総中央第2取水口北総中央第2取水口
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津
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取水口取水口
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高萩線

国営北総中央農業水利事業国営北総中央農業水利事業

4

5
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北総東部用水事業北総東部用水事業

水の郷めぐり

第4回

北総東部

用水

FP（フォームポンド）・加圧機場
　FPとは農地又は農地の近傍に設ける小規模な貯
留施設です。水路を流れる水を一時的に貯留し、時
間的・水量的な不均衡を調整しています。加圧機場
にはポンプがあり、FPから取水した水を畑へ送水する
ための施設です。

九十九塚揚水機場
つ く も づか

4

　水の需要が集中する時期に東幹線の末端にとど
ける水の圧力を高める役割を担っています。

船戸揚水機場・北総管理所
ふな ど

2

　大小4台のポンプを保有しており、最大で毎秒
7.53㎥/s取水する。ここから約5㎞離れた返田揚
水機場の中継装置まで送水します。

北総中央第1取水口

北総中央第2取水口

5

　北総東部用水の西幹線から北総中央用水地区
へと農業用水を取り入れる施設です。

ここから利根川の水を取水しています。
取水口

1

返田揚水機場
かえ だ

3

　容量8千トンの中継水槽を持ち、ここで東幹線と
西幹線、西幹線から分岐する北幹線や北総中央用
水へ送る水をコントールしています。

凡　例

加圧機場・ファームポンド
導水路・幹線水路

　水資源機構が管理するダム、水路、堰など様々な「水の郷」を巡
る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人々を
ご紹介します。
　第４回は、千葉県の農業を支える北総台地に広がる北総東部
用水をご紹介します。

　水資源機構が管理するダム、水路、堰など様々な「水の郷」を巡
る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人々を
ご紹介します。
　第４回は、千葉県の農業を支える北総台地に広がる北総東部
用水をご紹介します。

　水資源機構が管理するダム、水路、堰など様々な「水の郷」を巡
る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人々を
ご紹介します。
　第４回は、千葉県の農業を支える北総台地に広がる北総東部
用水をご紹介します。

や  つ  だ

※傾斜林などに囲まれた台地（盆地）にある田んぼ

シリーズ 水の郷めぐり ● 12 13 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



　
本
地
域
は
、北
総
東
部
用
水
の

通
水
開
始
以
来
、主
食
用
米
・
飼

料
用
米
に
加
え
、
さ
つ
ま
い
も
・

に
ん
じ
ん
・
や
ま
と
い
も
・
大
根
・

さ
と
い
も
・
こ
か
ぶ
等
の
露
地

栽
培
、ほ
う
れ
ん
草
・
ニ
ラ
・
い

ち
ご
等
の
施
設
野
菜
で
も
用
水

が
利
用
さ
れ
、全
国
第
四
位
の
農

業
算
出
額
を
誇
る
千
葉
県
を
代
表
す
る
穀
倉
・
畑
作
地
帯
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
へ
の
生
鮮
野
菜
等
の
供
給
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
東
関
道
や
圏
央
道
等
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
、
今
後
は
成
田
国
際
空
港
の
機
能
強
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
ま
す
ま
す
本
地
域
の
役
割
が
増
大
し
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
が
実
施
す
る
千
葉
県
内
の
５
事
業
は
、
千
葉
用
水
総

合
管
理
所
と
出
先
管
理
所
に
よ
る
総
管
体
制
で
管
理
運
用
を
行
っ

て
お
り
、
本
地
域
で
は『
北
総
管
理
所
』の
精
鋭
部
隊
が
、
現
場
の
最

前
線
で
、
県
農
業
事
務
所
や
土
地
改
良
区
と
連
携
し
つ
つ
、
北
総
東

部
用
水
施
設
の
水
管
理
・
施
設
管
理
に
日
々
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
管
理
開
始
か
ら
40
年
を
経
過
す
る
中
で
、
機
械
・
電
気

通
信
設
備
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
老
朽
化
、
大
規
模
地
震
に
対
す
る

耐
震
性
能
の
確
保
な
ど
の
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
そ
の
用
水
供
給
能
力
を
効
率
的
か
つ
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
北
総
東
部
用
水
の
適
切
な
運
用
と
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 所

長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
を
行
う
事
業

を
計
画
す
る
た
め
、
関
係
す
る
機
関
の

方
々
と
相
談
や
調
整
し
な
が
ら
資
料
等

を
作
成
し
て
い
ま
す
。関
係
機
関
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
業
務
を
行
う
の
で

「
調
整
す
る
力
」
を
養
え
る
の
が
仕
事
の

魅
力
で
す
。そ
の
分
、
大
き
な
責
任
を
伴

い
ま
す
の
で
関
係
機
関
や
上
司
と
よ
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

InterviewInterview職員職員

〜
北
総
台
地
の
発
展
を
さ
さ
え
る
力
〜

〜
北
総
台
地
の
発
展
を
さ
さ
え
る
力
〜
　水
資
源
機
構
の
職
員
の
み
な
ら
ず
、北
総
台
地
の
農
業
を

さ
さ
え
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。携
わ
る
仕
事
、や
り
が
い
、

生
産
さ
れ
る
農
作
物
の
魅
力
な
ど
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

かめ い たかひろ

　
北
総
東
部
用
水
の
電
気
設
備
や
機
械

設
備
を
対
象
と
し
た
維
持
管
理
の
積

算
・
監
督
等
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。設
備
が
故
障
し
た
時
に
応
急

復
旧
の
対
応
が
即
座
に
完
了
で
き
た
と

き
は
ほ
っ
と
し
ま
す
。重
大
な
故
障
が

発
生
し
な
い
た
め
に
も
、
設
備
の
機
能

回
復
や
向
上
を
目
指
し
て
日
々
業
務
に

努
め
て
い
ま
す
。北
総
東
部
用
水
で
届

け
ら
れ
た
水
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
農
産

物
を
見
る
と
、
日
々
の
水
管
理
が
農
家

さ
ん
を
支
え
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
嬉

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。こ
れ
か

ら
も
関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携
し
て
信

頼
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

千葉用水総合管理所　北総管理所

永倉　亮・神代　隆之
ながくら あきら かみ  よ たかゆき

千葉用水総合管理所

調整課　亀井　隆博

千葉用水総合管理所長

小栗　幸樹
こう  きお ぐり

　事
務
所
は
八
千
代
市
に
あ
り
、都
市

部
に
近
く
実
家
の
あ
る
岡
山
県
に
帰
る

の
に
ア
ク
セ
ス
が
良
く
て
魅
力
的
で
す
。

職
場
の
魅
力

　北
総
管
理
所
が
あ
る
香
取
市
は
、人

気
の
小
江
戸「
佐
原
」や
香
取
神
宮
が
あ

る
の
で
街
並
み
に
風
情
が
あ
り
ま
す
。

さ 

わ
ら

か 

と
り

地
域
の
魅
力

北総東部土地改良区
久保木さん・齊藤さん
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く   ぼ   き さいとう

北総中央用水土地改良区
石橋さん・石川さん

In
te
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いしばし いしかわ

北総中央用水の農家さん
小山さん（千葉県八街市在住）
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こ  やま

北総東部用水の農家さん
鈴木さん（千葉県多古町在住）
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や  

ち  

よ

　
北
総
地
域
は
年
間
を
通
じ
て
気
候
が
暖
か
く
土

壌
も
肥
沃
で
千
葉
県
有
数
の
農
業
地
帯
と
し
て
発

展
し
て
お
り
、ス
イ
カ
、に
ん
じ
ん
、さ
と
い
も
、落

花
生
な
ど
の
作
物
が
主
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
主
な
日
常
業
務
は
、農
地
ま
で
用
水
を

送
水
す
る
施
設
の
操
作
業
務
、草
刈
り
や
点
検
な
ど

の
維
持
管
理
で
す
。仕
事
を
す
る
上
で
、
送
水
路
・

用
水
路
・
ポ
ン
プ
施
設
・
調
整
水
槽
・
加
圧
機
場

な
ど
の
管
理
施
設
が
膨
大
で
事
故
な
ど
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
図
り
、効
率
的
な
送
水
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
緊
急
事
態
が
起
き
た
場

合
早
急
に
現
場
へ
駆
け
つ
け
る
な
ど
神
経
を
使
う

仕
事
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
水
を
通
じ
て

貢
献
が
で
き
、「
用
水
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
良

か
っ
た
」と
農
家
の
方
々
に
言
っ
て
も
ら
え
た
時
は

嬉
し
い
で
す
ね
。今
後
も
水
資
源
機
構
さ
ん
を
始
め

北
総
東
部
土
地
改
良
区
さ
ん
と
連
携
を
図
り
、用
水

の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
を
始
め
て
15
年
に
な
り
、主
に
ピ
ー
マ
ン
、に

ん
じ
ん
を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。夏
場
は
に
ん
じ
ん

等
の
栽
培
で
水
の
利
用
が
多
く
な
り
、
作
物
を
育

て
る
上
で
水
は
必
要
不
可
欠
で
す
。も
と
も
と
使
っ

て
い
た
共
同
井
戸
の
ポ
ン
プ
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
井
戸
の
水
と
比
べ
て
、
使
い

勝
手
が
良
い
点
、安
定
的
に
供
給
で
き
る
点
、水
量

を
調
節
で
き
る
点
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
北
総
中

央
用
水
の
水
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、東
京
な
ど
の

都
市
部
に
近
い
た
め
、色
々
な
野
菜
の
需
要
が
あ
る

の
が
地
域
の
強
み
で
す
。農
業
は
作
目
ご
と
に
作
業

が
違
い
、１
日
中
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
も
多

く
大
変
で
す
が
、
そ
の
作
物
が
ち
ゃ
ん
と
育
ち
、
美

味
し
く
食
べ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
思
う
と
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
良
い
作
物
が
作
れ
る
よ
う
に
、
絶

え
る
こ
と
な
く
安
全
で
安
心
で
き
る
用
水
の
供
給

と
利
用
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
運
営
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
北
総
東
部
用
水
は
、利
根
川
か
ら
取
水
し
て
い
ま

す
。北
総
東
部
土
地
改
良
区
に
か
か
る
受
益
は
千
葉

県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
香
取
市
を
含
む
４
市
、多

古
町
を
含
む
３
町
に
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
北
総
台
地
の
農
地
を
潤
せ
る
よ
う
揚
水
機

場
の
操
作
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
施
設
管
理
を
主

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
用
水
の
需
要
時
期
が
重
な
る
春
・
夏
に
行
う
配

水
操
作
は
大
変
で
す
。特
に
高
低
差
の
あ
る
末
端
地

域
へ
の
配
水
操
作
は
、水
量
を
均
等
に
配
水
す
る
の

に
一
番
苦
労
し
ま
す
。ま
た
、
施
設
が
建
設
さ
れ
て

40
年
以
上
経
ち
、
老
朽
化
が
進
み
、
パ
イ
プ
の
継
ぎ

目
か
ら
漏
水
等
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
お
り
管

理
が
大
変
で
す
。

　
し
か
し
、
北
総
東
部
用
水
を
使
用
し
て
、
笑
顔
で

収
穫
を
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
を
見
る
と
仕
事

の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。今
後
も
安
心
と
安
定
し

た
水
の
供
給
が
出
来
る
よ
う
に
、北
総
中
央
用
水
土

地
改
良
区
さ
ん
、水
資
源
機
構
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、安
定
供
給
に
努
め
た
い
で
す
。

　
私
は
、主
に
ヤ
マ
ト
イ
モ
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
、
農
薬
と
化
学
肥
料
の
量

を
半
分
以
下
で
栽
培
さ
れ
た
環
境
に
や
さ
し
い「
ち

ば
エ
コ
農
産
物
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ヤ
マ
ト

イ
モ
の
生
産
に
は
水
が
必
須
で
、安
定
的
な
水
の
供

給
が
な
け
れ
ば
立
派
に
育
た
な
い
の
で
日
頃
か
ら

水
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。北
総
東
部
用
水
か
ら
届

け
ら
れ
る
水
は
、
水
量
を
畑
ご
と
に
調
整
で
き
、
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
散
水
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

用
水
路
の
維
持
管
理
も
、土
地
改
良
区
に
す
べ
て
任

せ
る
の
で
は
な
く
、私
た
ち
も
自
分
事
と
し
て
捉
え

る
よ
う
地
域
の
役
員
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
多
古
町
は
ヤ
マ
ト
イ
モ
の
ほ
か
「
多
古
米
」
な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
米
も
生
産
し
て
お
り
農
業
が
盛
ん
な

町
で
す
。一
番
の
農
業
の
魅
力
は
、
自
分
が
育
て
た

作
物
を
食
べ
て
く
れ
る
消
費
者
か
ら
お
礼
の
連
絡

が
あ
っ
た
と
き
は
嬉
し
い
で
す
ね
。今
後
も
、
安
全

な
水
の
供
給
や
用
水
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
策
に

も
努
め
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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